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識，危険回避能力の低下，認知症の周辺症状である行動・心理症状 (Behavioral and Psychological 








対象者の募集は，青森市内の介護老人保健施設に対し 2009 年 9 月 10 日から 2010 年 1 月 27 日
の聞に行い， 3 施設の入所高齢者 145 名が対象となった。 145 名を匂い刺激を行う「ラベンダー群」
と匂い刺激を行わない「プラセボ群」に無作為に割り付けた。介入用具は，ラベンダー群には市販
のラベンダーの匂いのするシールを，プラセボ群には同型の医療用テープを用いた。介入方法は，
介入用具を 24 時間衣類に貼用し， 1 日 1 回の交換を行った。介入期間は，施設退所や医学的な問題
が発生しない限り 360 日間とした。
施設高齢者の転倒リスクの把握，転倒予防のメカニズムを検討するため， 日常生活動作，認知機




間の抑制効果は Cox ハザード回帰分析，転倒回数の抑制効果は Poisson 回帰分析を行った。
3. 結果
介入期間は， 2009 年 10 月 1 日から 2011 年 1 月 14 日であった。介入前において 2 群聞の年齢，
性別，認知機能， BPSD，生活意欲，過去 1 年間の転倒経験などの転倒因子に有意な差は認められ
なかった。介入期間中の転倒者は，ラベンダー群 26 名 (35.6%) ，プラセボ群 36 名 (50.0%) であ








ーの初回転倒発生までの時間の抑制効果は，ハザード比 0.57 (95%信頼区間 0.34・0.95 ， p=0.03) 
と有意に抑制された。転倒回数は，プラセボ群1.40 回，ラベンダー群1.04 回で、あった。プラセボ























ベンダー群J と「プラセボ群」の 2 群に無作為に分類し， 360 日間ラベンダーの芳香シールと無香シー
ルを用いた介入を行い，初回転倒発生までの時間および転倒回数について抑制効果を検証した。結果， rプ
ラセボ群J に比較し「ラベンダー群J では，初回転倒発生までの時間，転倒回数ともに有意に抑制され
た。介入前後の生活機能の比較では，ラベンダー群では介入終了時に BPSD が有意に改善していた。
本研究は，長期ケア施設高齢者に対しラベンダーの匂い刺激を用いた転倒予防介入を実施し，その効
果を実証したこれまでにない研究である。ラベンダーの匂い刺激が，長期ケア施設高齢者の転倒予防法
として簡便かつ効果的な方法である可能性を示唆したと考えられた。
よって，本論文は博士(障害科学)の学位論文として合格と認める。
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